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＜東部療育センター  メールマガジン  ２００７年１１月号＞ 

 障害児（者）の方への情報提供を行い、生活支援を目指します。 

 

                  発行 東京都立東部療育センター 

                             http://www.tobu-ryoiku.jp/ 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

 

 ２００７年１１月号のメールマガジンを配信します。もう１１月だというのに、 

地球温暖化の影響か「寒い」と感じることは少ない毎日です。但し、間もなく 

寒さも本格化し、インフルエンザの流行する時期になりますので、 

今回はインフルエンザについての情報をお届けします。 

 さらに、東部療育センターで１０月に行われた「オータムフェステイバル」 

の様子もご紹介します。 

 

       ＜インフルエンザとインフルエンザワクチン＞ 

                              

                                                              医局より 

                                 

インフルエンザは伝染力が強く、毎冬のように短期間に集中して百万人単位で 

大勢の人が罹患します。インフルエンザは普通のかぜにくらべて極めて危険な 

病気です。 

特に、高齢者、乳幼児、妊婦、さらに年齢を問わず呼吸器系や循環器系に慢性 

疾患を持つ患者様、糖尿病などの慢性代謝性疾患、慢性腎不全など腎機能異常 

の患者様、免疫低下状態の患者様などでは、インフルエンザに罹患すると、 

入院を必要とする肺炎・気管支炎、インフルエンザ脳炎・脳症などの重篤な 

合併症がもたらされ、更には死亡する危険性が数倍から数百倍にも増加します。 

重度の神経の障害をもった方は、呼吸器系や免疫低下状態等合併症を多くもった 

方も大勢いらっしゃるので、インフルエンザによる重篤な合併症を起こす可能性 

が高いと考えられます。 

 インフルエンザワクチンは、インフルエンザウイルスの感染防御に中心的役割 

を果たすと考えられる気道の粘膜での免疫（病原体が体内に侵入する前に感染 

防御できる）や、インフルエンザウイルスに感染した細胞を発見してある種の 



リンパ球が直接攻撃するような、回復過程に重要であると考えられる細胞性免疫 

の仕組みがほとんど誘導されないため、ウイルスの感染やインフルエンザの発症 

を完全には防ぐことは出来ません。しかし、現行ワクチンは局所反応や発熱、 

ショック、神経系の後遺症等の重篤な副反応・副作用の出現は減少し、安全性の 

面ではほぼ満足のいくものと考えられています。そして、インフルエンザの発症 

を３０～９０％、肺炎やインフルエンザによる入院を５０～６０％くらいまで、 

死亡する危険を８０％くらいまで、それぞれ減少させることが出来ると思われま 

す。 

このように重度の神経障害をもたれた方には一般的にワクチンが大変有効だと 

思われますが、個々の病態は異なりますので、ワクチン接種の前に必ず主治医と 

ご相談してください。 

 インフルエンザワクチンによる有効な防御免疫の持続期間は３カ月程度と短い 

ので、毎年シーズン前に接種を繰り返す必要があります。わが国ではインフル 

エンザシーズンの１カ月前くらいである 11 月頃を中心に接種することが薦められ 

ています。原則 13 歳以上の方は１回接種、13 歳未満は２回接種となりますが、 

現在まで一度も接種をしてこられなかった方では 13 歳以上でも２回接種のほうが 

よいかもしれません。 

 

         ＜タミフル使用についての一考＞ 

 

                                 薬剤科より 

 

厚生労働省によるとインフルエンザ治療薬「タミフル」は２００１年２月の発売 

開始から今年の３月２０日まで副作用が疑われる事例は１０７９件でそのうち 

異常行動は１２８件に上り、飛び降りや転落で死亡したのは１０代から９０代の 

８名でした。死亡に至らなかったケースのなかでも１０歳未満の奇行が１２８ 

件中４３件でした。その中にはベランダに走り寄り、手すりに掴まって飛ぶ 

動作を繰り返した男児、ドアノブを回し続ける女児、幻覚を見て包丁を持ち出す 

男児、人形に話かけ、意味もなく笑い出した揚げ句、九九を唱えだす男児もいた 

といいます。また、１０代患者の異常行動も５７件に上っています。 

 しかしながら、厚生労働省研究班のメンバーで横田俊平・横浜市立大学大学院 

教授が２００５年の「インフルエンザに伴う随伴症状の発現状況に関する調査 

研究」の中で薬剤使用状況と臨床症状との関連性について検討しています。 

タミフルと異常言動との関連性はタミフル未使用での発現頻度は１０．６％で 

あったのに対し、タミフル使用では１１．９％と有意さを認められませんでした。 

その他にもこの調査で明らかになったのはタミフル服用が肺炎の併発を抑え、 



ひどい咳の抑制に大きく関与しているということがわかりました。この結果から 

意識障害からくる異常行動がインフルエンザ脳炎・脳症の症状でもあり、 

タミフルの副作用といえないとしました。 

 厚生労働省はこれらの報告を踏まえた上で、従来どおり、タミフルの１０代 

への投与は原則中止とし、１０歳未満については当面継続するとしました。 

 ついでながら、タミフルの製造元であるロシュ社はこれらの異常行動等を 

タミフルの副作用と認めていません。また、販売元の中外製薬は大規模な疫学 

調査が必要であるとしています。 

 以上のことが今までのタミフルに関しての経緯です。 

タミフルの使用は２００３年の冬で全世界の７８％を占めるまでになり、日本 

が最も大きい市場になっています。それに、異常行動や自殺関連事象は極めて特 

異であり、インフルエンザ脳炎や熱による中枢神経症状の典型的症状と異なって 

います。また、日本はかつてサリドマイドやスモン、エイズなど薬害事件を起こ 

しています。それらの薬害事件から「疑わしきは黒」であることを学びました。 

これらのことから、タミフルの使用をインフルエンザに罹患し、生命等のリスク 

が考えられる疾病を持つ患者や乳幼児、高齢者に限定し、さらに患者・家族の 

理解のうえで安全性が確保できる場合に限定して使用されることが望ましいです。 

また、厚生労働省も添付文書に警告として異常行動や錯乱等の中枢神経症状を 

明記させるべきでしょう。  

 長々と書いてきましがインフルエンザの予防薬はインフルエンザワクチンのみ 

です。巷ではタミフルはダメだけどリレンザなら大丈夫なように思われています 

が、タミフルと同様の作用機序であり、タミフルと同様のリスクがあると思われ 

るので注意が必要です。 

 

         ＜オータムフェステイバルの紹介＞ 

                             

                                                             療育部より    

 

 １０月２日午後、第２回オータムフェステイバルが開催されました。初めてと 

なった前回の反省を活かし、多くの部屋を活用しながら院内の協力で運営しまし 

た。 

各催し物の担当者は前日まで準備に追われて不安もありましたが、当日は昨年と 

違い天候にも恵まれ、どのコーナーも大盛況。利用者様、御家族様の熱意と笑顔 

に包まれました。 

 スタッフの演奏や（院内にある）墨東養護学校のかもめ分教室の先生方の和太 

鼓、ボランテイアによるピエロの練り歩きに、利用者様が眼をキラキラさせてい 



ました。 

仮装写真館は試着に、写真の見せ合いにワイワイと長蛇の列でした。喫茶コーナ 

ーでは、チケット３枚でどのおやつを選ぶかキョロキョロされていました。射的 

コーナーでは狙いをつけてジロリツとされていました。 

 その他に写真展もありました。あっという間の２時間は楽しかったけれど、 

もう少し長く・・・・とのご意見もありました。また 1年間検討して、より良いも 

のにしていきたいと思います。あの晩の利用者の皆様はどなたもやはり疲れた 

ようで、でも満足気なお顔で熟睡されていました。 

  

 オータムフェテイバルの写真が下記より、お楽しみいただけます。 

 http://www.tobu-ryoiku.jp/photo/photo_event.html 

 

                 <看護師、保育士等の職員の募集について＞ 

  

  当センターでは、看護職員等の募集を行っております。お気軽にお問い合せ 

  ください。 

 

 詳細については、下記をご参照ください。 

 http://www.tobu-ryoiku.jp/info/recruit_staff.html 

    

           ＜ボランテイア募集について＞ 

 

    当センターでは、ボランテイアの募集を行っております。 

   

 詳細については、下記をご参照下さい。  

 http://www.tobu-ryoiku.jp/info/recruit_volunteer.html   

  

 今回のメールマガジンいかがでしたか？ 

インフルエンザを予防して、クリスマスやお正月といった冬の楽しいイベントを 

満喫して下さい。 
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